
こんにちは。メディセレのしゃっちょう、児島惠美子です。
先日、診療報酬改定勉強会のお誘いがあり、国会に行って来まし

た。ついでに参議院議場も見る？ 「見たいです！」と議会席にも座っ
てきました（笑）。

厚生労働委員長の石井みどり先生と共に、厚生労働省保険局管
理官からお話を伺いました。薬剤師は私だけでしたが、今回の診
療報酬改定だけでなく、次回の診療報酬改定に向けてのお話も聞
けました。医科が2025年に向けて、地域包括ケアを掲げているた
め、歯科でも在宅歯科医療の推進が進んでいます。

医療費の配分の話も出ました。薬剤師は医療費の配分という考
えが希薄だと思います。医科・歯科は医療配分をどれだけ多く取
るかという感覚を非常にお持ちだと知りました。機械化が進むこ
とによる存在意義や、生き残る医療人になるために……という危機
感も薬剤師より医科・歯科の方が強いと思いました。

薬剤師もあるべき姿をイメージしながら、中長期的・短期的な診
療報酬のあり方の検討と評価をする目が必要だと思いました。

オックスフォード大学の調べでは、現在人間が行っている47％の
仕事が20年以内に機械によって代行されると。薬剤師はそんな中
でも生き残れるよう、頑張りましょう！

　Medisere（メディセレ） 代表取締役社長　児島 惠美子

Broaden your horizons  〜さぁ、視野を広げて！〜
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